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徳川家康の 6 男、松平忠輝が 1614 年に開いた高
田藩、その城下町の一角「大鋸町（おがまち）」、現
在の上越市仲町 6 丁目に、築 150 年の町家「大鋸
町ますや」が佇んでおります。この古民家を事務所






















第 1 期は 2011 年 9 月に開講しました。以後 3 年
間連続して開講しました。その後は、姉妹団体 NPO
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を担当して戴きました（2011 年 6 月 11 日）。その
後、概略以下の企画書を作成しました。 
バテンレース講座（ワークショップ）企画書 
提案日 2011 年 6 月 14 日 








































次の写真は 2017 年 7 月 23 日に町家交流館「高
田小町」で行われた街なみ Focus 主催のワーク
ショップです。講師（写真の右奥で指導する女性）
は、近藤氏の指導を得て熟練の域に達しているバテ
ン職人、熊田貞子先生（80 歳代）です。 
次の写真は、ワークショップの指導用に大きく描
いてボードに張り付けたバテン型紙の一つ、および
完成品です。 
まずは受講生の心身の
充実を第１の目標に以上
の実践を繰り返していま
す。あわせて、バテンレー
ス文化再生の第一歩として、高齢に達してはいるも
のの矍鑠たる技術保持者の方々にじきじきの指導
を仰ぎつつ若い後継技術者の育成に努めておりま
す。そのような経過をたどりながら、NPO 法人頸
城野郷土資料室（KFA）本来の目標であります「地
域における人の地産地消」を実現することを第 3
の目標としているのです。 
